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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月17日(2020.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２種類以上の化合物を含んでなる、化粧またはパーソナルケア美白組成物であって、
　前記２種類以上の化合物のそれぞれが、下記の構造Ｉを有するアリルまたは部分アリル
カルボニル部分構造を含有し

【化１】

［式中、
　　Ｙは、前記アリルまたは部分アリルカルボニル部分構造に直接隣接する第２の部分構
造であり、かつ、
　　（ｉ）－ＯＨまたは－Ｃ－（ＯＨ）＝を含むヒドロキシルベース基；
　　（ｉｉ）エーテル基、－Ｏ－；
　　（ｉｉｉ）スルタム基、－Ｎ（Ｈ）－Ｓ（＝Ｏ）２－；
　　（ｉｖ）ラクタム基、－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（＝Ｏ）－；
　　（ｖ）メントールまたはカロテノイドに基づく環式構造を含む無極性基；
　　（ｖｉ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（ＮＨ２）＝Ｎ－または－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｈ）＝Ｎ－を含む
第二級アルジミン含有基；
　　（ｖｉｉ）アミン基、－ＮＨ２；
　　（ｖｉｉｉ）第二級アミンベース基、－Ｎ（Ｈ）－；および



(2) JP 2019-506404 A5 2020.2.27

　　（ｉｘ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（＝Ｏ）－または－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－を含
むアミドベース基
からなる群の１つから選択される］：
　　前記２種類以上の化合物それぞれが異なる（ｉ）～（ｉｘ）の群、および／または下
記で定義される、異なる（ａ）～（ｆ）の部分群から選択される異なるＹ部分構造を有し
：
　　（ａ）ヒドロキシル基からなる第２の部分構造Ｙに直接隣接するアリルまたは部分ア
リルカルボニル部分構造を有するγ－ピロン化合物およびその塩；
　　（ｂ）スルタム環構造を形成するスルホンアミド基からなる第２の部分構造Ｙに直接
隣接するアリルまたは部分アリルカルボニル部分構造を含むスルタム化合物およびその塩
；
　　（ｃ）アミド基からなりラクタム構造を形成する第２の部分構造Ｙに直接隣接するア
リルカルボニル部分構造を含む二環式芳香族および複素環式５員環から構成されるインド
ール様化合物およびその塩；
　　（ｄ）化合物をジアリルまたは部分的ジアリルにする第２の不飽和結合を含む第２の
部分構造Ｙに直接隣接するアリルまたは部分アリルカルボニル部分構造を有するシクロヘ
クス－２－エノン様化合物およびその塩；
　　（ｅ）１以上の第二級アルジミン基と１以上の第二級アミン基とからなる第２の部分
構造Ｙに隣接するアリルまたは部分アリルカルボニル部分構造を含む５員および６員ヘテ
ロ二環式構造を有するアデニン様化合物およびその塩；および
　　（ｆ）第二級アミン基またはＮ（Ｈ）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－基からなる第２の部
分構造Ｙに直接隣接するアリルまたは部分アリルカルボニル部分構造を含むプリン様また
はキサンチン様化合物およびその塩、
　　さらに、前記２種類以上の化合物が
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【化２】
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およびそれらの誘導体、異性体、塩ならびに／またはそれらの組合せ
からなる群から選択される、組成物。
【請求項２】
　前記２種類以上の化合物がサッカリン、サッカリンナトリウム、マルトールおよびテオ
ブロミンからなる群から選択される、請求項１に記載の化粧またはパーソナルケア美白組
成物。
【請求項３】
　サッカリンおよびマルトール、またはサッカリンナトリウムおよびマルトールを含んで
なる、請求項２に記載の化粧またはパーソナルケア美白組成物。
【請求項４】
　マルトールおよびテオブロミンを含んでなる、請求項２に記載の化粧またはパーソナル
ケア美白組成物。
【請求項５】
　サッカリン、マルトールおよびテオブロミン、またはサッカリンナトリウム、マルトー
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ルおよびテオブロミンを含んでなる、請求項２に記載の化粧またはパーソナルケア美白組
成物。
【請求項６】
　組成物の総重量に基づき０．０１～１０ｗｔ％の量でマルトールを含んでなる、請求項
１～５のいずれか一項に記載の化粧またはパーソナルケア美白組成物。
【請求項７】
　組成物の総重量に基づき０．０１～７０ｗｔ％の量でサッカリンまたはサッカリンナト
リウムを含んでなる、請求項１～５のいずれか一項に記載の化粧またはパーソナルケア美
白組成物。
【請求項８】
　前記２種類以上の化合物のそれぞれが植物材料または酵母に由来する抽出物の形態で提
供される、請求項１に記載の化粧またはパーソナルケア美白組成物。
【請求項９】
　前記マルトールおよび／またはテオブロミンが植物材料または酵母に由来する抽出物の
形態で提供される、請求項２に記載の化粧またはパーソナルケア美白組成物。
【請求項１０】
　前記２種類以上の化合物のヘテロダイマーを形成する亜鉛または銅陽イオンをさらに含
んでなる、請求項１～７のいずれか一項に記載の化粧またはパーソナルケア美白組成物。
【請求項１１】
　美白が、内因性および／またはＵＶ誘発性のメラニン形成の低減；メラニン形成代謝経
路および／またはメラニン形成代謝経路の活性を制御する１以上のシグナル伝達経路の活
性の低減；対象の皮膚のメラニン含量の低減；対象の、皮膚、色素斑、そばかす、しみお
よび目の周りのくまの美白を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の化粧またはパ
ーソナルケア美白組成物。
【請求項１２】
　２種類以上の化合物が、組成物に配合された場合に抗菌特性および減粘特性を有する、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の化粧またはパーソナルケア美白組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物を含んでなる化粧品またはパーソナルケ
ア製品。
【請求項１４】
　美白のための美白剤として使用するための請求項１～１０のいずれか一項に記載の化粧
またはパーソナルケア組成物であって、前記美白が、内因性および／またはＵＶ誘発性の
メラニン形成の低減；メラニン形成代謝経路および／またはメラニン形成代謝経路の活性
を制御する１以上のシグナル伝達経路の活性の低減；対象の皮膚のメラニン含量の低減；
対象の、皮膚、色素斑、そばかす、しみおよび目の周りのくまの美白を含む、組成物。
【請求項１５】
　美白のために、対象の皮膚に請求項１～１０のいずれか一項に記載の化粧またはパーソ
ナルケア組成物を有効量局所適用する工程を含んでなる、対象の美白化粧方法。
【請求項１６】
　前記美白が、内因性および／またはＵＶ誘発性のメラニン形成の低減、メラニン形成代
謝経路および／またはメラニン形成代謝経路の活性を制御する１以上のシグナル伝達経路
の活性の低減、対象の皮膚のメラニン含量の低減、ならびに対象の皮膚、色素斑、そばか
す、しみおよび目の周りのくまの美白を含む、請求項１５に記載の化粧方法。
【請求項１７】
　美白剤として使用するための組成物を決定する方法であって、
　対象の皮膚のタイプを決定すること；
　２種類以上の化合物を選択することによりメラニン形成阻害活性を有する２種類以上の
化合物を同定することであって、前記２種類以上の化合物のそれぞれが、下記の構造Ｉを
有するアリルまたは部分アリルカルボニル部分構造を含むこと：
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【化３】

［式中、
　　Ｙは、前記アリルまたは部分アリルカルボニル部分構造に直接隣接する第２の部分構
造であり、かつ、
　　ｉ）－ＯＨまたは－Ｃ（＝）－（ＯＨ）を含むヒドロキシルベース基；
　　ｉｉ）エーテル基、－Ｏ－；
　　ｉｉｉ）スルタム基、－Ｎ（Ｈ）－Ｓ（＝Ｏ）２－；
　　ｉｖ）ラクタム基、－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（＝Ｏ）－；
　　ｖ）メントールまたはカロテノイドに基づく環式構造を含む無極性基；
　　ｖｉ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（ＮＨ２）＝Ｎ－または－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｈ）＝Ｎ－を含む第
二級アルジミン含有基；
　　ｖｉｉ）アミン基、－ＮＨ２；
　　ｖｉｉｉ）第二級アミンベース基、－Ｎ（Ｈ）－；および
　　ｉｘ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（＝Ｏ）－または－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－を含む
アミドベース基
からなる群の１つから選択される］；および
　同定された化合物を用い、決定された対象の皮膚のタイプに基づいて配合物を製造する
こと
を含んでなり、
　　前記２種類以上の化合物それぞれが異なる（ｉ）～（ｉｘ）の群、および／または下
記で定義される、異なる（ａ）～（ｆ）の部分群から選択される異なるＹ部分構造を有し
：
　　（ａ）ヒドロキシル基からなる第２の部分構造Ｙに直接隣接するアリルまたは部分ア
リルカルボニル部分構造を有するγ－ピロン化合物およびその塩；
　　（ｂ）スルタム環構造を形成するスルホンアミド基からなる第２の部分構造Ｙに直接
隣接するアリルまたは部分アリルカルボニル部分構造を含むスルタム化合物およびその塩
；
　　（ｃ）アミド基からなりラクタム構造を形成する第２の部分構造Ｙに直接隣接するア
リルカルボニル部分構造を含む二環式芳香族および複素環式５員環から構成されるインド
ール様化合物およびその塩；
　　（ｄ）化合物をジアリルまたは部分的ジアリルにする第２の不飽和結合を含む第２の
部分構造Ｙに直接隣接するアリルまたは部分アリルカルボニル部分構造を有するシクロヘ
クス－２－エノン様化合物およびその塩；
　　（ｅ）１以上の第二級アルジミン基と１以上の第二級アミン基とからなる第２の部分
構造Ｙに隣接するアリルまたは部分アリルカルボニル部分構造を含む５員および６員ヘテ
ロ二環式構造を有するアデニン様化合物およびその塩；および
　　（ｆ）第二級アミン基またはＮ（Ｈ）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－基からなる第２の部
分構造Ｙに直接隣接するアリルまたは部分アリルカルボニル部分構造を含むプリン様また
はキサンチン様化合物およびその塩、
　　さらに、前記２種類以上の化合物が
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【化４】
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およびそれらの誘導体、異性体、塩ならびに／またはそれらの組合せ
からなる群から選択される、方法。
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